
 

 

 

田
原
町
駅

田
原
町
駅

田
原
町
駅

田
原
町
駅
    

ス
ポ

ー
ツ

ス
ポ

ー
ツ

ス
ポ

ー
ツ

ス
ポ

ー
ツ

公
園

公
園

公
園

公
園

    

越
前

武
生

越
前

武
生

越
前

武
生

越
前

武
生

    
北

府
北

府
北

府
北

府
    

サ
ン

ド
ー

ム
サ

ン
ド

ー
ム

サ
ン

ド
ー

ム
サ

ン
ド

ー
ム

西 西西西
    

赤
十

字
前

赤
十

字
前

赤
十

字
前

赤
十

字
前

    

仁
愛

女
子

高
校

仁
愛

女
子

高
校

仁
愛

女
子

高
校

仁
愛

女
子

高
校

    

西
長
田
駅

西
長
田
駅

西
長
田
駅

西
長
田
駅
    

泰
澄

泰
澄

泰
澄

泰
澄

の ののの
里 里里里

    清
明

清
明

清
明

清
明

    

浅
水
駅

浅
水
駅

浅
水
駅

浅
水
駅
    

資
料
１
 

変
更
前

変
更
前

変
更
前

変
更
前
    
変
更
後

変
更
後

変
更
後

変
更
後
    

越
前
武
生

越
前
武
生

越
前
武
生

越
前
武
生
駅 駅駅駅
    

鷲
塚
針
原

鷲
塚
針
原

鷲
塚
針
原

鷲
塚
針
原
駅 駅駅駅
    



事
業

費
の

見
込

み
 

    

事
業

費
 

事
業

者
名

 
内

 
 

 
 

訳
 

（
第

4
回

会
議

で
公

表
）
 

（
今

回
提

示
）
 

主
な

変
更

点
 

田
原

町
駅

 
 

（
工

事
内
容

）
 
線
路

工
事

、
踏

切
工
事

、
電

気
工

事
（

信
号

機
・

A
TS

整
備

等
）
、
ホ

ー
ム

・
上

屋
工

事
（

3
面

3

線
）

 

8
～

9
億

円
 

 
8
.
7
億

円
 

 

・
福

井
市
調

査
結
果
に

合
わ

せ
、

線
路

 

南
側

に
人
が

集
え
る
広

場
を

広
く

取
 

れ
る

よ
う
線

路
を
配
置

 
福

井
鉄

道
 

浅
水

駅
 

（
工

事
内
容

）
 
折
り

返
し

線
と

分
岐

器
1
箇

所
を

整
備

 

1
億

円
 

 
1
.
0
億

円
 

 
・

な
し

 

福
大

前
西

福
井

、
日

華
化

学
、

八
ツ

島
駅

、
新

田
塚

駅
、

 

鷲
塚

針
原

（
福

井
市

）
 

（
工

事
内
容

）
 
低
床

ホ
ー

ム
整

備
 

 
 

 
折
り

返
し
線
と

分
岐

器
1
箇

所
を
整

備
（

鷲
塚

針
原
駅
）

 

3
億

円
 

 
3
.
3
億

円
 

 
・

鷲
塚

針
原

駅
に
折
り

返
し

設
備

を
設
置

 

・
中

角
駅
は

低
床
ホ
ー

ム
を

整
備

し
な
い

 

太
郎

丸
、

西
春

江
、

西
長

田
（

坂
井

市
）

 
2
億

円
 

 
―

 
・

乗
り

入
れ

区
間
の
変

更
に

伴
い

改
修

 

は
不

要
 

え
ち

ぜ
ん

鉄
道

 

低
床

車
両

の
導

入
 

（
仕

様
案

）
 

定
員

1
5
0
～

1
7
0

人
、

長
さ

3
0
m

級
、

幅
2
,6

5
0
m

m
 

9
億

円
 

 

 

6
.
2
億

円
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・

導
入

編
成

数
を
変
更

 

合 合合合
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
計 計計計

    
2
3
～

2
4
億

円
 

 
1
9
.
2
億

円
 

 
 

 
※

 
別
途

、
公
共
交

通
優

先
信

号
（

PT
PS
）

や
電

停
改
良

等
の
経

費
が

必
要

 

 
※

 
国
庫

補
助
と
し

て
は

「
地

域
公
共
交

通
確

保
維

持
改
善
事

業
（

地
域

公
共
交
通

バ
リ

ア
解

消
促
進
等

事
業
）
」

を
活

用
す
る

こ
と

を
想

定
（
国
庫

補
助

率
：

1/
3）

 

 
 

た
だ
し

、
福
大
前

西
福

井
駅

～
新
田
塚

駅
間

の
駅

整
備
に
つ

い
て

は
、

社
会
資
本

整
備

総
合

交
付
金
を

活
用

す
る

予
定
（
国

庫
補

助
率

：
1/
3）

 

資
料

２
 

（
3
編

成
）

 
（

2
編

成
）

 



費
用

対
効

果
お

よ
び

収
支

採
算

性
（

県
試

算
）

 

 １
 費

用
対

効
果

 

（
１

）
算
定

結
果

 

・
乗

り
入
れ

区
間
を
鷲

塚
針

原
駅

ま
で
と
し

て
相

互
乗

り
入
れ
事

業
の

費
用

対
効
果
を

試
算

し
た

と
こ
ろ
、

い
ず

れ
の

場
合

も
1.
00

を
超

え
て

お
り

、
充

分
な

事
業

効
果
を
確

認
で

き
た

。
 

         （
２

）
算
定

方
法

 

①
 利

用
者

増
加

数
の
見

込
み

 

   

鷲
塚

針
原
案

 

評
価

期
間

 
 

基
準

額
 

3
0
年

間
累

計
 

5
0
年

間
累

計
 

総
費

用
（
現

在
価
値
に

補
正

）
 

1
9.

2
億

円
  
 
 

1
8.
0
1
億

円
 

1
9.
7
1
億

円
 

総
便

益
（
現

在
価
値
に

補
正

）
 

1
.5

9
億

円
/年

 
2
3.
6
1
億

円
 

2
7.
9
5
億

円
 

費
用

対
効
果

 
 

1
.3
1
 

1
.4
2
 

種
別

 
利

用
者

増
加

数
 

算
定

の
考
え

方
 

通
勤

定
期
利

用
者

 

 
9
5,
2
65

人
/年

 

（
26

1
人

/日
）

 

・
平

成
2
1
年

度
の

福
井

市
内

事
業

所
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

（
自

動
車

通
勤

か
ら

公
共

交
通

機
関

へ
の

転
換

可
能

性
調

査
）

を
も

と
に

、
以

下
の

 

条
件

を
と

も
に

満
た

す
人

数
を

試
算

 

 
①

 
勤

務
先

が
相

互
乗

り
入

れ
区

間
内

の
駅

か
ら

5
0
0
m
以

内
で

、
現

在
、

田
原

町
駅

を
ま

た
い

で
自

動
車

通
勤

し
て

い
る

。
 

 
②

 
自

宅
が

相
互

乗
り

入
れ

区
間

内
の

駅
か

ら
5
0
0
m
以

内
に

あ
る

。
 

・
①

、
②

を
と

も
に

満
た

す
方

（
約

8
7
0
人

）
の

う
ち

、
相

互
乗

り
入

れ
に

よ
り

3
0
％

が
鉄

道
利

用
に

転
換

す
る

と
想

定
 

8
,0
3
0
人

/年
 

（
2
2
人

/日
）

 
通

学
定

期
利

用
者

 
5
0,
0
05

人
/年

 

（
13

7
人

/日
）

 

・
現

在
、

田
原

町
駅

ま
で

え
ち

ぜ
ん

鉄
道

を
利

用
し

て
福

武
線

沿
線

の
学

校
（

仁
愛

女
子

高
校

）
に

通
学

し
て

い
る

学
生

（
2
2

人
）

が
そ

の
ま

ま
乗

り
入

れ
便

を
利

用
す

る
と

想
定

 

・
現

在
、
田

原
町

駅
ま

で
福

武
線

を
利

用
し

て
三

国
芦

原
線

沿
線

の
学

校
（

啓
新

高
校

、
福

井
商

業
高

校
、
福

井
大

学
、
福

井
大

学
附

属
中

学
校

）

に
通

学
し

て
い

る
学

生
（

1
3
7
人

）
が

そ
の

ま
ま

乗
り

入
れ

便
を

利
用

す
る

と
想

定
 

定
期

外
利
用

者
 

算
定

せ
ず

 
・

定
期

外
利

用
者

に
つ

い
て

は
、

具
体

的
な

試
算

方
法

が
な

い
た

め
算

定
し

て
い

な
い

。
 

1
03
,
29

5
人

/年
 

（
28

3
人

/日
）

 
合

 
計

 
1
45
,
27

0
人

/年
 

（
39

8
人

/日
）

 

・
利

用
者

増
加

数
の

算
定

は
「

通
勤

定
期

利
用

者
」「

通
学

定
期

利
用

者
」
の
み

を
対

象
と

し
て

お
り

、
定

期
外

の
非

日
常

利
用
（

買
物

や
通

院
、

観
光

等
）

や
新

規
の

通
学

利
用

者
、

パ
ー

ク
ア

ン
ド

ラ
イ

ド
に

よ
る

通
勤

利
用

者
等

は
算

定
に

加
え

て
い

な
い

。
 

・
こ

の
た

め
、

利
用

促
進

策
の

徹
底

に
よ

り
、

今
回

の
利

用
者

増
加

数
の

見
込

み
か

ら
さ

ら
に

利
用

者
を

増
や

す
余

地
は

大
き

い
。

 

資
料

３
 

（
え

ち
ぜ

ん
鉄

道
）
 

（
福

井
鉄

道
）
 

（
両

鉄
道

乗
継

利
用

）
 

（
え

ち
ぜ

ん
鉄

道
）
 

（
福

井
鉄

道
）
 



 

②
 総

費
用

の
算

定
 

       

③
 総

便
益

の
算

定
 

            

現
在

価
値
に

補
正

 
事

業
費

 

（
基

準
額
）

 
3
0
年

間
累

計
 

5
0
年

間
累

計
 

算
定

の
考
え

方
 

（
将

来
の

支
出

額
は

基
準

額
を

年
利

4
％

で
割

引
し

て
平

成
2
4
年

度
の

現
在

価
値

に
補

正
）

 

1
9.

2
億

円
 

 
1
8.
0
1
億

円
 

 
1
9.
7
1
億

円
 

 
・

5
0
年

間
の

費
用

に
は

L
R
V
2
編

成
の

更
新

費
用

を
含

む
。

 

現
在

価
値
に

補
正

 
 

便
益

 

（
基

準
額
）

 
3
0
年

間
累

計
 

5
0
年

間
累

計
 

算
定

の
考
え

方
 

（
将

来
の

便
益

は
基

準
額

を
年

利
4
％

で
割

引
し

て
平

成
2
4
年

度
の

現
在

価
値

に
補

正
）

 

総
所

要
時
間

の
短
縮

 
4
9.

9
百

万
円

/年
 

7
.4

1
億

円
 

8
.7

7
億

円
 
・

自
動

車
か

ら
鉄

道
へ

の
通

勤
手

段
の

転
換
（

通
勤

利
用

）
、
徒

歩
か

ら
鉄

道
へ

の
通

学
手

段
の

変
更
（
通

学
利

用
）

に
伴

う
所

要
時

間
の

短
縮

便
益

 

交
通

費
用
の

減
少

 
▲

3.
4
百

万
円

/年
 

▲
0.

50
億

円
 

▲
0.

60
億

円
 
・

通
勤

利
用

者
は

自
動

車
に

よ
る

通
勤

コ
ス

ト
か

ら
鉄

道
運

賃
相

当
額

と
な

り
交

通
費

用
は

減
少

 

・
通

学
利

用
者

は
徒

歩
か

ら
鉄

道
運

賃
相

当
額

の
費

用
が

発
生

し
交

通
費

用
は

増
加

 

乗
換

利
便
性

の
向
上

 
7
.6

百
万

円
/年

 
1
.1

3
億

円
 

1
.3

4
億

円
 

・
現

在
、

田
原

町
駅

で
両

鉄
道

を
乗

継
利

用
し

て
い

る
方

（
2
2
人

/
日

：
H
2
4
.
9
.
2
6
県

調
査

結
果

）
が

、
 

直
通

便
を

利
用

す
る

こ
と

で
、
「

乗
換

え
が

不
要

と
な

り
」
「

所
要

時
間

が
短

縮
」

さ
れ

る
便

益
 

（
乗

入
区

間
内

の
利

用
者

分
の

み
算

定
）

 

運
行

頻
度
の

増
加

 
8
1.

7
百

万
円

/年
 

1
2.
1
3
億

円
 

1
4.
3
6
億

円
 
・

相
互

乗
り

入
れ

に
伴

い
運

行
本

数
が

増
加

す
る

こ
と

に
伴

う
平

均
待

ち
時

間
の

短
縮

便
益

 

 
（

福
井

鉄
道

：
1
9
分

→
1
7
分

、
え

ち
ぜ

ん
鉄

道
：

2
8
分

→
1
9
分

）
 

鉄
道

事
業
者

収
益
の
改

善
 

8
.7

百
万

円
/年

 
1
.2

9
億

円
 

1
.5

3
億

円
 
・

両
鉄

道
事

業
者

の
収

支
改

善
に

伴
う

便
益

。
運

賃
収

入
額

に
つ

い
て

は
、

通
勤

利
用

者
は

福
井

市
内

事

業
所

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

基
づ

く
区

間
、

通
学

利
用

は
田

原
町

駅
か

ら
学

校
ま

で
の

区
間

に
よ

り
算

定
 

道
路

交
通
事

故
の
減
少

 
1
4.

5
百

万
円

/年
 

2
.1

5
億

円
 

2
.5

5
億

円
 
・

自
動

車
か

ら
鉄

道
へ

の
通

勤
手

段
の

転
換

に
伴

う
道

路
交

通
事

故
の

減
少

便
益

 

 
（

福
井

市
内

事
業

所
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
基

づ
き

モ
デ

ル
通

勤
区

間
を

設
定

し
て

試
算

）
 

合
 

計
 

1
.5

9
億

円
/年

 
2
3.
6
1
億

円
 

2
7.
9
5
億

円
 
 



 ２
 収

支
採

算
性

 

・
乗

り
入
れ

区
間
を
西

長
田

駅
か

ら
鷲
塚
針

原
駅

に
変

更
し
た
ほ

う
が

、
両

鉄
道
事
業

者
の

収
支

採
算
性
が

向
上

 
 

 

 
両

鉄
道

事
業

者
計

 
算

定
の

考
え

方
 

運
賃

収
入
（

見
込
み
）

 
4
,2
1
0
万

円
/年

 
 

・
通

勤
利

用
者

は
、

平
成

2
1
年

度
の

福
井

市
内

事
業

所
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
も

と
に

通
勤

区
間

を
想

定
 

 
（

平
均

客
単

価
：

約
2
0
0
円

、
9
5
,
2
6
5
人

/
年

）
 

・
通

学
利

用
者

は
田

原
町

駅
か

ら
学

校
ま

で
の

区
間

に
よ

り
算

定
 

 
（

平
均

客
単

価
：

約
4
0
円

、
5
8
,
0
3
5
人

/
年

）
 

・
運

賃
は

通
勤

・
通

学
い

ず
れ

も
乗

継
定

期
券

（
3
ヵ

月
）

の
運

賃
を

も
と

に
算

定
 

運
行

経
費
（

見
込
み
）

 
3
,3
4
0
万

円
/年

 
 
・

運
行

区
間

変
更

に
伴

い
、

え
ち

ぜ
ん

鉄
道

の
運

行
経

費
が

軽
減

 

 
（

福
井

鉄
道

：
1
,
6
5
0
万

円
/
年

、
え

ち
ぜ

ん
鉄

道
：

1
,
6
9
0
万

円
/
年

）
 

収
支

見
込
み

 
8
70

万
円

/年
 

 
・

西
長

田
案

に
比

べ
収

支
採

算
性

が
改

善
 

         

○
 

年
間
運

行
経
費
（

見
込

み
）

 
    

 
福

井
鉄

道
 

え
ち

ぜ
ん
鉄

道
 

合
 

 
 
計

 

年
間

運
行
経

費
（

/年
）

 
 

1,
65

0
万

円
 
 

 
 

2,
4
50

万
円

 
 

 
 

 
 
 

 
4,
10

0
万

円
 

 

 

＜
参

考
＞
西

長
田
ま
で

乗
り

入
れ

（
第

4
回

事
業

検
討

会
議
で
提

示
）

 

○
 

相
互
乗

り
入
れ
事

業
の

利
用

者
目
標
（

運
輸

収
入

の
見
込
み

）
 

・
現

在
ほ
と

ん
ど
利
用

の
な

い
両

鉄
道
を
ま

た
ぐ

通
勤

需
要
を
中

心
に

、
年

間
10

万
人

以
上

（
28
0
人

/日
）

の
利

用
者

増
を
目
標

と
す

る
。

 
 

※
 

第
2
回

事
業
検
討

会
議

資
料

2
の
と
お

り
、

両
鉄

道
を
ま
た

ぐ
通

勤
者

の
う
ち
鉄

道
を

利
用

す
る
割
合

は
約

2％
（

H1
7
福

井
都

市
圏
パ

ー
ソ
ン
ト

リ
ッ

プ
調

査
）

 

で
あ

る
。
相

互
乗
り
入

れ
を

行
う

こ
と
に
よ

り
、

こ
の

割
合
を
中

心
市

街
地

に
お
け
る

鉄
道

利
用

の
割
合
（

9％
）

に
高
め

る
こ
と

を
当

面
の

目
標
と
し

て
設

定
。

 

⇒
 

4,
0
00

人
×

（
9％

-2
％

）
＝

28
0
人

/日
（

10
.
2
万

人
/年

）
 

 ※
 

目
標
を

達
成
し
た

場
合

の
運

賃
増
収
は

、
年

間
10
.2

万
人

×
往

復
×
＠

20
0
円

（
想

定
単

価
）

＝
約

4,
10

0
万

円
 

   



 
 

軌道区間の定時性 
 

１ 現状 

 ・10 月 1 日から両鉄道の乗継運賃割引を開始したが、軌道区間で電車が遅れるため田原

町駅で接続できない便が発生（10 月実績で田原町駅 7 時 56 分着の便が 4 回未接続） 

 ・遅延原因等の課題を整理して、相互乗り入れの開始までに対策を実施する必要 

 

２ 課題と対策（案） 
 

課 題 対 策 
実施主体 

（見込） 

① 軌道内に停車した右折車が

電車の進行を妨害 

・信号交差点 14 箇所のうち、

特に 5 箇所（福井商工会議所

入口、幸橋北詰、大名町、中

央公園西口、裁判所前）で支

障 

 

・右直分離信号の導入の検討 

 （毛矢、東下では導入済） 

 

・道路標示による注意喚起 

 

 

 

県警 

 

 

道路管理者 

（県） 

② 新木田交差点での信号待ち 

・1 サイクル待つ場合は最大で

139 秒の待ち時間が発生 

 

 

・信号処理の検討 

 

 

 

 

県警 

 

 

③ 電停の改良 

・電停幅が狭いため、ラッシュ

時の降車に時間を要する。 

  (市役所前、仁愛女子高校等) 

 

・電停の再配置および拡幅 

  

 

 

道路管理者 

（県） 

④ PTPS（電車優先信号）設置 

・路線バスの優先信号と併用し

ている事例はなく、技術的な

検討が必要 

 

・PTPS 設置の検討 

 

県警 

 

交差点軌道内に停車禁止ゾーンを設置 

交差点手前に「路面電車注意」を表示 

軌道敷と車道の境を白線表示 

南北・東西間でも電車走行現示を可能と

すれば待ち時間短縮 

充分な効果を発揮させるためには、電停

の再配置が前提 

「南北：81秒」⇒「東西：58 秒」

の 139 秒サイクル。「電車進行」

は東西信号の後に平均 21秒現示 

平成 25 年度に仁愛女子高校電停を改良

予定。順次、他の電停も整備 

資料４ 



検
討

状
況

と
今

後
の

予
定

 

    

検
討

事
項

 
検

討
状

況
 

今
後

の
予

定
 

①
 

事
業

費
お

よ
び

費
用

負
担

 

・
県

は
、
田

原
町
駅
等

の
概

略
設

計
調
査
を

、
福

井
市

は
田
原
町

駅
の

 

駅
舎

や
交
通

広
場
の
調

査
を

実
施

済
み
（
平

成
２

２
年

度
）

 

・
県

の
試
算

に
よ
る
費

用
対

効
果

は
１
．
０

を
上

回
り

、
充
分
な

事
業

 

効
果

を
確
認

 

・
乗

り
入

れ
区

間
を
鷲

塚
針

原
と

し
て

、
地

方
負

担
分

の
費
用
負

担
に

つ
い

て
県

と
福
井

市
で
調
整

 

・
国

庫
補
助

事
業
採
択

に
向

け
、

国
と
調
整

 

 ②
 

収
支

採
算

性
 

 

・
収

支
採
算

性
を
向
上

さ
せ

る
た

め
、
乗
り

入
れ

区
間

を
西
長
田

駅
か

ら
 

鷲
塚

針
原
駅

に
変
更
し

、
採

算
性

を
確
保

 

・
相

互
乗
り

入
れ
の
先

行
実

施
と

し
て
、
平

成
２

４
年

１
０
月
１

日
か

ら
 

両
鉄

道
の
乗

継
運
賃
割

引
を

開
始

 

―
 

 ③
 

電
停

改
良

等
に

よ
る

安
全

性
・

定
時

性
の

向
上

 

 

・
電

停
の
改

良
お
よ
び

PT
PS

の
設

置
等
に
よ

る
定

時
性

確
保
に
つ

い
て

、

福
井

鉄
道
、

道
路
管
理

者
、

警
察

、
福
井
市

、
県

等
で

協
議

 

・
平

成
２
５

年
度
に
仁

愛
女

子
高

校
電
停
の

改
良

工
事

を
実
施
予

定
 

 
（

福
井
土

木
事
務
所

に
お

い
て

交
通
島
を

拡
幅

・
再

配
置
）

 

・
相

互
乗
り

入
れ
事
業

に
基

本
合

意
後
、
事

業
に

取
り

か
か
れ
る

よ
う

、
 

関
係

者
協
議

を
継
続

 

 ④
 

L
R

V
の

仕
様

、
 

共
通

発
券

シ
ス

テ
ム

 

 

・
え

ち
ぜ

ん
鉄
道

が
導

入
す

る
LR
V２

編
成
は

、
福
井

鉄
道
が

再
構

築
実

施

計
画

に
基

づ
き

平
成

２
４

年
度

に
導

入
す

る
L
RV

に
合

わ
せ

た
仕

様
と

し
て

、
設
計

・
維
持
管

理
コ

ス
ト

を
軽
減

 

・
平

成
２
３

年
度
に
両

鉄
道

事
業

者
で
共
通

発
券

シ
ス

テ
ム
を
導

入
済

み
 

―
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相互乗り入れに関する事業検討会議 開催状況 

 

第１回：平成２２年５月２７日（木） 

  （議題）・これまでの検討内容について 

      ・相互乗り入れ案（運行区間・運行形態）について 

   （概要）・第 1 段階で新田塚までの福鉄の片乗り入れ、第 2 段階で西長田まで延伸 

のうえ相互乗り入れを行うとの進め方について基本的に了解を得た。 

 

第２回：平成２２年８月１２日（木） 

    （議題）・相互乗り入れの運行軽費と需要確保の考え方 

      ・田原町駅などの概略調査の実施 

      ・今後の進め方 

   （概要）・運行経費の見込みとして、両事業者計 4,700 万円/年との試算結果を公 

表。より利用者目線に沿った運行案とするため、両鉄道事業者・沿線市

町において運行案を精査することとした。 

・年度後半に県（鉄道施設）および福井市（駅舎・駅前広場）との役割分

担で田原町駅等の概略調査設計を行うことを説明。 

 

第３回：平成２２年１１月２９日（月） 

      （議題）・相互乗り入れの検討の進捗状況 

       ・相互乗り入れの運行案 

       ・相互乗り入れの利用促進策 

（概要）・両事業者および沿線市町の意見を踏まえた運行案の見直しに合意。今後

は、今回提示した運行案をもとに検討を進め、事業費の算定を行うこと

とした。 

・事業費の算定後、事業手法や費用負担について県および福井市など沿線

市町で協議を行うこととした。 

 

第４回：平成２３年６月１４日（火） 

   （議題）・事業費・事業手法の見込み 

       ・田原町駅現況平面図・整備計画図（イメージ） 

       ・収支採算性の見込み 

       ・これまでの検討状況と今後の予定 

（概要）・概略調査設計の結果として、23～24 億円との事業費見込みを報告 

・費用負担の調整がつかず、23 年度中の事業着手は厳しいことを説明 

（福井市は、事業化の条件として高架化の方向性の決定が先と主張） 

・両鉄道事業者から、年間 10 万人以上（運賃増収 4,100 万円/年以上）の

利用者増加目標と、合わせて 4,100 万円/年の運行経費の見込みを説明 

        ・両事業者でダイヤ調整や乗継運賃割引を先行的に行うことを確認 

参考１ 



相互乗り入れの運行案

６時～９時（両事業者でダイヤを調整他） ９時～１５時（時間帯・運行案とも変更）

乗入便 ・西長田⇔浅水（１本/時・駅前非経由）

えち鉄 ・三国港⇔福井駅
（毎時２本）

えち鉄・福鉄
乗継ダイヤ調整

福鉄・下り２便を福大前西福井

まで乗入

えち鉄 ・福武線乗り入れ

（運行本数増を検討）

越
前
武
生

福 井

福井駅前

勝 山

福井口

田
原
町

神
明
駅

新
田
塚

西
長
田

永平寺口

三
国
港

市
役
所
前

【凡 例】

えち鉄

福鉄

福鉄（乗入）

乗入便（

改良が必要な駅

福
大
前
西
福
井

福鉄
・福井駅前⇔越前武生
（駅前折り返し1本/時）
・田原町⇔越前武生
（乗継ﾀﾞｲﾔ調整2本/時）

浅
水
駅

乗継

①①①①

②②②② ③③③③ ④④④④

⑤⑤⑤⑤※福井駅前経由：毎時3本

※ 新田塚への延伸を検討 ※ 鯖江・越前市方面への延伸を検討

＜第３回事業検討会議 資料２ ＞

参考２

１５時～１９時（時間帯のみ変更） １９時以降（変更なし）

 

福
大
前
西
福
井 

浅 

水 

神 

明 

越
前
武
生 

福井駅前 

西
長
田 

永平寺口 

勝 山 

福井口 

新
田
塚 

市
役
所
前 

三
国
港 

田
原
町 

 

２
本
／
時 

江 

端 

【凡 例】 

   えち鉄 

   福鉄  

2 本／時（上りは駅前経由） 

２
本
／
時 

２
本
／
時 

２本／時 接続 

乗入便 ・西長田⇔越前武生

（2本/時）

えち鉄 ・三国港⇔福井駅
（毎時２本）

えち鉄 ・三国港⇔福井駅
（毎時２本）

福鉄 ・田原町⇔越前武生

（毎時２本・ダイヤ調整）

乗継

※ 前回運行案では１６時～１９時を想定。１時間前倒しして実施

福鉄 ・越前武生⇔田原町（2本/時）

※田原町駅で乗継げるようダイヤ調整
⑥⑥⑥⑥

⑦⑦⑦⑦ ⑧⑧⑧⑧

上記運行案（修正版）の場合、
① 必要となるハード整備 （※駅改修、行違施設、車両等の増）

えち鉄：９か所 （福大前西福井、日華化学前、八ツ島、新田塚、中角、鷲塚針原、太郎丸、西春江、西長田）
福 鉄：２か所 （田原町、浅水）、
車 両：３編成増

② 運行経費
運行パターンの変更に伴い、第2回会議で提示した約4,700万円/年（両事業者合計）から1～2割削減（県による試算）
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